












るように、今後ともますます大学を取 り巻 く環境は、変化 してい くことと思われ ます。が、だからこそ、
時代 に振 り回 されない、地に足をつけた研究をすることと、その研究の成果を分か りやす く紹介するこ
とがます ます重要になることと思います。
コソピュー タネッ トワーク技術の進歩 によって、身の回 りを毎 日大量の情報が通 りすぎていきます。
このような大量 の情報か ら確固 とした情報を選 り分けることを思 うとため息をつ きた くな ります。 この
ような情報の流れの中に足場 を築 くためには、「低温セ ンターだより」の ような、幅広い分野の丁寧で
分か りやすい記事が、ます ます重要になって くるのではないで しょうか。「低温セ ンターだよ り」 自体
も、研究紹介や研究 ノー トだけでな く、シリーズで紹介す る低温実験の教育の試み など、記事 自体の幅
も広げようと しています。低温 とい うキー ワー ドの下に、自然科学の面 白さを伝えようとい う編集者の
役割はますます重要 になっていくで しょう。
個人的な話ですが、本号を もって編集委員か ら離れ ることにな りました。早い もので、低温セ ソター
だよりの編集委員の一員に加えていただいてか ら3年 が過 ぎま した。およそ大阪大学にいながら、横で
何をしているかあま り知 るすべを持たなかった怠け者にとって、低温センターだよ りの編集会議で、取
り上げられる内容の豊富さには 目を奪われま した。 また、 どうすれば、最新の科学の面 白さを伝えられ
るかを真剣な議論す る中に、参加で きた ことは大変楽 しい ことで もありました。 この委員を離れること
は個人的 には大変残念です。が、有能 とは程遠 い編集委員で したので、「低温 センターだよ り」 自体は、
良 くはなれど、悪 くなることは間違 っても無いでしょうから、今後 は、熱心な読者 として、 この 「低温
セ ンターだよ り」を応援 させてもらお うと思っています。
最後に、編集委員の方にエールを送 りたいと思います。
(藤井研 一)
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表紙説明 コヒー レソ ト後方散乱の説 明図。(本文p.8参照)
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